
  

「表紙の人」は、林業家で多角的な事業に取り組む谷茂則さんです。 

全世界で拡大した新型コロナは、一極集中・過密型都市のリスク、グロ

ーバリゼーションのリスクを顕在化させました。これまで、掛け声・建前

であった「ＳＤＧｓ」や「ＥＳＧ」「地域循環共生」といった考え方につ

いても、取り組みが加速しています。谷さんは、これらの動きに先駆け

て、人と自然がつながり、木材が町で活用される社会づくりを目指してき

ました。自社保有の「陽楽の森」での森びらき活動はその象徴的なもので

す。 

そんな実践を行う事業家である谷さんが、今、地域の奈良中央信用金庫

と共に取り組んでいるのが環境省の「ＥＳＧ金融促進事業」による地域循

環の共生活動です。良質な森林資源“吉野材”を活用した新たな居住様式

の創造による地方創生奈良モデルの確立を目標に掲げ、新たな社会実験賃

貸住宅の取り組みを始めています。 

コンセプトは、グルグル廻りつながる家。場所は、奈良県北葛城郡王寺

町周辺。大都市に通える便利なちょっとした地方都市の郊外、里山との緩

衝地帯、田畑も広がる場所にその賃貸住宅を計画しています。地域の木材

をふんだんに使った木造で、地域の材料を中心に計画中。カッコいいけ

ど、どこかホッとする雰囲気が漂う。薪ストーブや薪ボイラー等の木質バ

イオマス、太陽光や風力を利用した熱供給や発電設備やインフラも整備。

貸農地や貸里山も準備されている等々自然とつながることに興味がある人

の理想を実現したような賃貸住宅です。 

地方創生奈良モデルの確立には、もっと町で木材、出来れば無垢材を活

用して欲しい、と谷さんは我々建築士に訴えかけます。10月からは薪ス

トーブの販売も開始するそうです。森（山）側の人と町（建築）側の人が

一緒になって地域社会を考えていき、コロナ禍で始まる新しい時代が、安

心して暮らしていける幸せな社会になることを谷さんは願っています。     

（記：情報・広報委員会 折目貴司） 

谷 茂則（たに・しげのり） 

奈良県北葛城郡王寺町 在住 

谷林業株式会社 代表取締役社長 

（一社）大和森林管理協会 理事 

大学卒業後、父親が代表を務める

谷林業㈱に入社。谷林業㈱は奈良県

南部の吉野郡内にスギ・ヒノキの人

工林を約 1500ha、奈良県北部の北葛

城郡周辺に約 30haの雑木林を所有・

管理している。 

約 10年をかけて同社の財務基盤を

整理し、体質を強化。その後、作業

道開設を含め実際に現場で従事し、

林業関係の資格を 10以上取得。 

また、林業家としての仕事も継続

しながら、「町で木を使う人がふえる

しくみづくり」、林業を社会システム

に組み込むことの必要性から都市部

での活動も開始。若くして意欲のあ

る人材を広く募集し、同社にこれま

で 20歳代、30歳代の若者を新たに社

員として採用してきた。「陽楽の森プ

ロジェクト」発起人。日本林業の未

来を信じ、斬新な視点で多角的な事

業に取り組み、人材の発掘を図って

いる。 

 

陽楽の森 

出典「さとびこころ」ＨＰ 
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編集後記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 
●奈良県被災建築物応急危険度判定士養成講習会 

 （更新及び新規登録） 

 開催日：令和 3 年 1 月 14 日（木） 

 会 場：奈良県文化会館 小ホール 

 ※詳細、申込については後日ご案内差し上げます。 

 ※会場へはなるべく公共交通機関をご利用下さい。 

 

●入会 石井 智子  様  桜井支部 

    中村 剛   様  桜井支部 

森岡 秀   様  桜井支部 

吉藤 光雄  様  桜井支部 

向川 智己  様  吉野支部 

●賛助会員  

    赤庄産業 株式会社     

よろしくお願いいたします。 

 

 

3 日（火）  文化の日 
10 日（火）既存住宅状況調査技術者講習 

（更新） 

18 日（水）監理技術者講習 
23 日（月）  勤労感謝の日 

2 日（水）建築士定期講習(奈良県産業会館) 
3 日（木）二級・木造建築士試験合格発表 
8 日（火）既存住宅状況調査技術者講習 

（更新） 

16 日（水）監理技術者講習 
25 日（金）一級建築士試験合格発表 
28 日（月）事務局仕事納め 
29 日（火）年末年始休業 

（～1 月 3日迄） 
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情報・広報委員会 

委 員 長 福田 成生 

副委員長 松田 七彦   宮浦 重彦 

委  員 中元 綱一   伊藤 吉郎 

     門脇 直也   折目 貴司 

     松尾 憲治   大倉 克之 

     小西 直樹   山﨑 修裕 

     小松原寛俊   洞  尚樹 

     押部 誠 

11月  12月  

は閉まり、これまで当たり前だった人々との付き合いが

出来なくなり、「ソーシャル・ディスタンス」と「オンラ

イン・テレワーク」の付き合いに変わりました。今後ど

うなるか、不安や心配で頭がいっぱいになります。国家

の、給付金等は有難い事ですが、出来るだけ早く新型コ

ロナウイルス・ワクチンを開発・完成させて頂き、従来

通りの生活に戻り、過去の歴史になることを祈っていま

す。 

               （記：松尾憲治） 

2020 年は、日本にとって記念すべきオリンピック・イ

ヤーになるはずでしたが、年始に世の中が、現状の様に

厳しい状況に陥っていると誰が予測出来たでしょうか。

新型コロナウイルスの流行は未だ衰えを知らず、全世界

では累計感染者数 4060 万人・死者 112 万人（10 月 22 日

WHO 発表）。国内でも累計感染者数 9 万 3 千人・死者 1600

人（10 月 22 日厚生労働省発表）を超えています。 

我々もステイ・ホーム間は、職場に行けず、子供達は、

学校や幼稚園・保育園に通えず、劇場、映画館、店舗等 
 


